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1.通期業績下⽅修正について
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※ 当社は前2Q（7-9⽉）よりバーチャレクス・コンサルティング（以下バーチャレクス）を持分法適⽤関連会社から連結⼦会社へ異動しております。

そのため、前期実績には1Q（4-6⽉）分が含まれておりません。

上期決算は期初予想通りに着地した⼀⽅で3Q（10-12⽉）に急失速
2期連続となる通期業績予想の下⽅修正を1⽉25⽇に発表

3Q決算エグゼクティブサマリー

101.7億
（＋35.5%）

108.7億
（＋ 5.1%）

10.1億
（＋ 5.5%）

17.8億
（＋ 5.5%）

104.1億
（＋ 12.3%）

前3Q実績
（前期⽐）

－

－

17.0億
（＋17.4%）

31.0億
（＋21.0%）

175.0億
（＋16.8%）

通期期初予想
（前期実績⽐）

 SI不採算3案件の影響（進⾏中1案件で3Q(10-
12⽉)以降もコストが上ブレ）も加わり前期を
⼤幅に下回る

 バーチャレクス寄与：0.2億（前年同期:1.3億）
40.6%12.5億

（－29.4%）営業利益

 当3Q（10-12⽉）に新規内定した都銀向けデ
リバティブシステム案件の受注が⼀部のみの計
上に留まるなどの理由により前期並みの着地

 バーチャレクス寄与：23.6億（前年同期:15.7億）
－111.3億

（＋ 2.3%)受注⾼

サマリー進捗率
当3Q実績
（前期⽐）

93.5億
（－ 8.1%）

6.6億
（－34.4%）

116.5億
（＋11.9%）

－

39.4%

66.6%

 営業利益の低迷、及びシステム障害の損害賠償
額の⾦額として⾒込まれる31百万を引当⾦とし
て特別損失に計上したことなどを受けて前期を
⼤幅に下回る

当期純利益

 上記の理由で当3Q(10-12⽉)の受注⾼が
26.9億（前年同期：37.9億）に留まったこと
により減少

 バーチャレクス寄与：20.5億（前年同期:24.6億）
受注残⾼

 前期を若⼲上回る着地に留まる
 バーチャレクス寄与：22.8億（前年同期:13.8億）売上⾼
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■上期決算発表（10⽉26⽇）からの相違点

SI不採算3案件のマイナスを補うため
期初予想以上の売上⾼拡⼤を⽬指す

（3案件はいずれも前4Q（1-3⽉）時点から低採算化が進む）

上期決算発表時点の⾒⽅ 現状

各種要因により売上⾼の積上げが困難に
（詳細はP6「通期売上⾼の下⽅修正要因」参照）

－5.2億

－4.5億

－1.3億

売上⾼（15億）未達に伴う
売上総利益の減少

SI不採算3案件による
売上総利益の減少

バーチャレクス
コスト増加の影響

SI不採算3案件の期初予想に対する
利益インパクトは通期で－3億台と試算

3Q以降も1案件において⾚字が拡⼤
通期で期初計画⽐－4.5億の利益減インパクト

（詳細はP7「通期営業利益の下⽅修正要因」参照）

■通期業績予想
通期業績下⽅修正（1⽉25⽇発表）について

－ 5.5億
(－32.4%)

－10.8億
（－35.1%)

－11.0億
(－35.5%)

－15.0億
(－ 8.6%)

期初予想⽐
（対予想⽐）

20.0億
（－20.5%)

30.8億
(＋22.5%)

25.1億
(－16.4%)経常利益

11.5億
(－20.6%)

17.0億
(＋17.4%)

14.4億
(－21.5%)当期純利益

20.0億
(－21.9%)

31.0億
(＋21.0%)

25.6億
(－15.6%)営業利益

160.0億
(＋ 6.7%)

175.0億
(＋16.8%)

149.8億
(＋ 7.3%)売上⾼

営業利益の主な下⽅修正要因
修正予想
（前期⽐）

期初予想
（前期⽐）

前期実績
（前期⽐）
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通期売上⾼の下⽅修正要因
175億 △9億

160億

通期売上⾼は、期初予想175億を15億下回る160億となる⾒通し

△2億

受注確度の⾼かった⼤⼿
証券向けデリバティブシ
ステム案件 の後半部分
の受注期ズレ（約5億）
証券会社を中⼼としたリ
ピート案件の減少
（約4億）

SI
＊バーチャレクス分除く

UMS
(導⼊)

昨年8⽉に障害が
発⽣したくりっく
365対応Voyager
の品質改善に伴う
受注期ズレ

UMS
(サービス)

⼤幅な為替変動の
契機となるような
イベントがなく、
インセンティブ収
益が予想を下回る

その他
(物販)

ハードウェアなど
の物販が期初予想
を2億下回る（⼿
数料のみ計上して
いるため売上総利
益率は100%）

期初予想
売上⾼

修正予想
売上⾼

△2億

※ 本資料において当該プロジェクトを「証券向けデリバ案件」として次⾴以降説明させていただきます。案件の詳細についてはP16「重点課題①：⼤規模
開発案件の獲得」をご参照ください。

※

△2億



7 All Rights Reserved, Copyright© 2012 Simplex Holdings, Inc.

通期営業利益の下⽅修正要因

31億

通期営業利益は、期初予想31億円を11億円下回る20億円となる⾒通し

△5.2億

20億

期初予想
営業利益

修正予想
営業利益

△4.5億
売上⾼（15億）未達に伴う

売上総利益の減少 SI不採算3案件による
売上総利益の減少

 3案件の総売上⾼（今期計上分）：約5億
＊3案件とも前期から開発着⼿しており、前期からすでに低採算案件となる
＊前期計上した3案件の総売上⾼：約7億

■3案件の総売上原価（今期計上分）：約9億
＊期初予算には売上総利益率：18%程度で折り込むもコストが拡⼤／⾚字に

発⽣要因

案件規模

検収時期  2案件は当2Q（7-9⽉）にリリース済み
 1案件は今年1⽉／4⽉で分割リリース予定

＊4Q（1-3⽉）以降に⾒込まれるコスト約0.2億は損失引当⾦として計上済み

案件規模・難易度に適合した開発責任者を
配置できなかったことに起因する上流⼯程の失敗

△1.3億
バーチャレクス

コスト増加の影響

売上総利益率の⾼い
パッケージ販売の期ズ
レにより、売上⾼が伴
わない今期計上コスト
が増加
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通期業績下⽅修正の最⼤要因：SIのビジネス環境と主なトピック

■12/3期 SI売上⾼・収益⼒・引き合い／受注状況の傾向 (⽮印の向きは期初予想⽐)

売上⾼
リピート案件 証券市況の低迷により、準⼤⼿証券向け売上が前期⽐で－4億減となる

収益⼒
不採算3案件

その他の全案件

従来の売上総利益率（42%）⽐で今期－6億の利益押し下げインパクト

開発は順調に進み、売上総利益率43%を確保

（既存システム機能追加案件）

新規開発案件 「証券向けデリバ案件」の前半部分が⻑期化し、後半部分が期ズレする
（⼩〜⼤規模まですべて含む）

① 新規案件（中⼩型案件）やリピート案件を前期並みに確保する
② ⼤型1案件（10億規模）を売上計上する

＊期初時点で「証券向けデリバ案件」開発の前半0.5案件を受注していた

引き合い
受注状況

都銀向け⼤型案件

証券向け中型案件

都銀向けデリバティブシステム の初期10億／ランニング10億が内定
但し内定から受注までの期間が⻑期化し、当期業績への影響は軽微に
当3Q(10-12⽉)受注⾼としては1.8億円のみを計上
従来PTS（私設取引）として商談を進めていた案件が姿を変え
ダークプール（社内付け合せ取引）構築案件として約4億で内定
当3Q(10-12⽉)受注⾼としては全額反映されておらず

現状■12/3期 期初時点（4⽉26⽇）におけるSIの前提 ×
※

※ 本資料において当該プロジェクトを「都銀向けデリバ案件」として次⾴以降説明させていただきます。案件の詳細についてはP16「重点課題①：⼤
規模開発案件の獲得」をご参照ください。
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⾃⼰株式取得について（1⽉25⽇発表）

■取得する株式の種類 ：当社普通株式

■取得する株式の総数 ：10,000株（上限） ＊発⾏済株式総数に対する割合：1.7％

■株式の取得価額の総額 ：2.5億円（上限）

■取得する期間 ：平成24年1⽉26⽇〜平成24年2⽉29⽇ (営業⽇数：25⽇)
（ご参考）平成23年12 ⽉31 ⽇時点の⾃⼰株式の保有

発⾏済株式総数（⾃⼰株式を除く） ：555,586株
⾃⼰株式数 ： 34,369株
発⾏済株式総数（⾃⼰株式を含む） ：589,955株

1株当たりの株主価値の向上を図り、機動的な資本政策を遂⾏する

■取得の内容
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役員賞与の全額カットと配当⾦について
12/3期業績の経営責任を明確化するため役員賞与を全額カット
＊参照→2011/3期の役員賞与総額：0円

配当⾦については修正せず、1株あたり500円で実施予定（配当性向：24.2％）
利益配分に関する基本⽅針として、配当性向を15％程度とする業績連動型の配当を実施しているが、
配当⾦については下⽅修正後も期初予想を据え置いているため、12/3期配当性向は24.2％を予定

＊参照→11/3期の配当⾦：480円 （配当性向：18.3％）



2. 現状における来期業績の⾒⽅と重点課題
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現状における来期業績の⾒⽅（2012年1⽉時点）

⼤規模開発案件の受注と不採算案件の低減に注⼒
修正第⼆次中期事業計画の営業利益の下限値⽬標達成を⽬指す

（13/3⽉期従来⽬標値⇒売上⾼：190〜220億円、営業利益：40〜50億円）

来期業績⾒通しの前提来期業績⾒通し今期業績⾒通し

（内
研
究
開
発
費
）

販
管
費

SI及びUMS（導⼊）の拡⼤を通して増収を⽬指す
＊詳細についてはP13参照

Voyager開発が⼀段落することに加え、海外競争⼒の
あるディーリングパッケージを「都銀向けデリバ案件」
で整備していくため、研究開発費が減少する⾒通し

今期の営業利益⾒通し(20億)に加え
不採算案件消滅(6億)+研究開発費減(5億)
＋売上⾼増(10〜20億)による売上総利益増(5〜10億)
＊詳細についてはP14参照

160億

39億
（15億）

20億

170〜180億

35億
（10億）

35〜40億

売
上
⾼

営
業
利
益

※修正第⼆次中期事業計画については、Ｐ40「修正第⼆次中期事業計画（2011年4⽉発表）」をご参照ください。

※
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現状における来期売上⾼の⾒⽅（2012年1⽉時点）

160億

通期売上⾼は、SI及びUMS（導⼊）の拡⼤を通して170〜180億を⽬指す

＋10〜15億
170〜180億

当期
売上⾼⾒通し

来期
売上⾒通し

＋2〜7億

SIの増収寄与分
＊バーチャレクス分除く

UMS（導⼊）の増収寄与分

その他セグメントの相殺分

△2億

～～

21〜26億19億売上⾼合計

～～
53〜58億43億SI売上⾼

＋10〜15億15〜20億5億内 ⼤型案件
±0億20億20億内 中⼩型案件

＋10〜15億35〜40億25億新規案件
±0億18億18億リピート案件

増減⽐来期⾒通し当期修正予想

1.5件

⼤型SI案件
来期売上件数の⽬安

（1件あたりの売上：約10億）
下限値：53億

達成の前提
上限値：58億

達成の前提

2件

＊当期中に既に0.5件相当分を受注済
マネーパートナーズ案件が該当

2件

OTC-FX対応Voyager
来期売上件数の⽬安

（1件あたりの売上：約5億）
下限値：21億

達成の前提
上限値：26億

達成の⽬安

3件

～～ 顧客の統合・事業撤退などによる保守・UMS（サービス）
の減収と期ズレしたバーチャレクス案件の増収との相殺分

＋2〜7億10〜15億8億Voyager関連

±0億11億11億SPRINT関連
増減⽐来期⾒通し当期修正予想

■UMS(導⼊)の来期⾒通し

■SIの来期⾒通し

＋2〜7億

＋10〜15億＊当期中に既に1.5件相当分を受注済
「都銀向けデリバ案件＋証券向けデリバ案件」

～～
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現状における来期営業利益の⾒⽅（2012年1⽉時点）

20億

通期営業利益は、修正第⼆次中期事業計画の⽬標下限値：40億円を⽬指す

＋5〜10億

35〜40億

当期
営業利益⾒通し

来期
営業利益⾒通し

＋6億

売上⾼増(10〜20億強)に伴う
売上総利益の増加

不採算案件の消滅による
売上総利益の回復

研究開発費の減少

＋5億

＜研究開発費減の前提＞
Voyager開発が今期で
⼀段落、及び海外競争⼒
のあるディーリングパッ
ケージの整備を「都銀向
けデリバ案件」で実⾏

（詳細はP13を参照）

～～ ～～

△1億
研究開発費を除く

その他販管費の増加
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来期に向けた重点課題の整理
■前期（11/3期）下⽅修正以降の取り組みテーマを踏まえた重点課題

■当期（12/3期）下⽅修正要因を踏まえた新たな重点課題

■中⻑期ビジョンに⽴った重点課題

⼤規模開発案件の獲得
⼤型SI案件の獲得

UMS（導⼊）案件の回復

Voyagerの早期拡販

重点課題④：次期中期事業計画の策定

重点課題③：不採算案件の抑制

重点課題①：⼤規模開発案件の獲得

重点課題②：成功報酬ストック収益の向上

従来からの取り組みテーマ 重点課題
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重点課題①：⼤規模開発案件の獲得

顧客セグメント毎のIT投資動向

デリバティブやリスク管理を中⼼に投資ニーズあり
既存システム⽼朽化を起因としたリプレース需要あり
海外拠点向けシステムの引き合い増える

銀⾏・信託

取引所FX（くりっく365）へのシステム投資は⼀巡
OTC-FXでディーリング機能強化意欲が⾼まる

FX事業会社

当社における主な来期案件

証券市況低迷で準⼤⼿クラス中⼼に投資意欲が減少
資本提携絡みで⼀部⼤⼿証券の投資意欲は旺盛
リテール向け株式システムの刷新ニーズも複数あり

証券会社
•「証券向けデリバ案件」は期間伸びるも前半部分は順調
来期の後半0.5案件分も内定←当3Q(10-12⽉)受注⾼：0億

•リスク管理システムは「証券向けデリバ案件」納品後
同⼀顧客にて来期下期以降に受注結果が判明予定

②「証券向けデリバ案件」＋リスク管理システム開発案件

•当3Q(10-12⽉)に内定（初期売上は⼤半来期）
•初期開発：10億、ランニング5年間：10億規模
•当3Q(10-12⽉)受注⾼：1.8億

①「都銀向けデリバ案件」

•第1号ユーザ：マネーパートナーズで今春リリース予定
•来期は現在商談中の⼤⼿FX事業者からの受注を⽬指す

③ OTC-FX対応Voyager導⼊案件

公設取引所統合を受けて⼤規模投資は⾒込めず
取引所（エクスチェンジ系） ④ ⼤⼿証券向けダークプールシステム開発案件

アカウントセールス強化の成果により
⼤規模案件の受注環境が良好な⼀⽅で

受注までのプロセスが⻑期化

•従来PTSとして商談をしていた案件が姿を変え、ダーク
プール（社内付け合せ取引）案件として約4億で内定

•当3Q(10-12⽉)受注⾼：0億
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重点課題②：成功報酬ストック収益の向上

Voyagerによる今後の当社成⻑シナリオ
取引量の低迷や新規参⼊業者が少ない中で
1社あたりの収益を拡⼤させるモデルを構築

×導⼊社数

1社あたりの収益

基本料⾦

インセンティブ
（主に取引数量に連動）

OTC-FX事業者のビジネスモデル

個⼈投資家

カウンターパーティ
（カバー先）

FX事業者

レ
ー
ト
提
⽰

レ
ー
ト
提
⽰

売
買
注
⽂

売
買
注
⽂

︵
カ
バ
ー
取
引
︶

Voyagerによる
OTC-FX事業者の
超過収益に連動

①戦略的プライシングの実現
②社内マリー（相殺）取引の⾼度化
③カバー取引の強化

ディーリング収益最⼤化にコミット

従
来
か
ら
の
料
⾦
体
系

Voyager導⼊後におけるFX事業者の収益向上イメージ

取引1枚あたりの
通常収益

100円

Voyagerによる
取引1枚あたりの

超過収益

20円
＋ ＝× FX事業者の

⽉間取引数量

500万枚

FX事業者の
⽉間収益

6億円

内 Voyager導⼊によるFX事業者の⽉間超過収益：1億円
＊この⽉間超過収益:1億円の⼀定割合が当社の新インセンティブとなる

新インセンティブ
（顧客の超過収益に連動）
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重点課題③：不採算案件の抑制

発⽣要因 案件規模・難易度に適合した開発責任者を
配置できなかったことに起因する上流⼯程の失敗

対策

 5億円超の全案件に対して、当社最⾼職位であるパートナーを
プレイングマネージャーとして配置

 全社横断的な社⻑直轄の品質改善グループによる
上流⼯程終了時における精度チェック&実⽤的な開発標準の作成

 リソース配分に対して適切な経営判断を⾏うための
マネジメントレポーティングのしくみ化

不採算案件の抑制を実現／SIの収益⼒の回復を⽬指す



19 All Rights Reserved, Copyright© 2012 Simplex Holdings, Inc.

重点課題④：次期中期事業計画の策定

基本戦略②
新ビジネス創出

＜進出検討領域＞

 成功報酬型サービス事業の拡⼤
 UMS事業でBtoB領域進出⽬指す
 労働集約型ビジネスからの脱却と

更なる収益性の向上を狙う13/3期
第⼆次中期事業計画の達成

14/3期〜
成⻑戦略の更なる推進！

第三次中期事業計画（14/3期〜）の道筋

 PTS／エクスチェンジ（取引所）システム
 ヘッジファンド向けシステム
 ITドリブンな⾦融サービス

など

イノベーションを世界へ
Hello world, Hello Innovation.

グローバル企業として
持続的な企業価値の向上を⽬指す

第三次中期事業計画は13/3期中に策定、正式発表予定

基本戦略①
既存ビジネス拡⼤

＜強化対象領域＞

 ⼤⼿顧客のシステム更新案件獲得
 Voyager(新世代SPRINT)のク

ロスセル効果とシェア拡⼤

 ディーリングシステム
 リスク管理システム
 個⼈投資家向け株式／先物OP／FXシステム

など

基本戦略③
グローバル展開

＜進出検討領域＞

 ⻑年培ってきた技術⼒・ノウハウ
をベースにした事業展開

 グローバルデファクトとしての地
位を確⽴する

 欧⽶／ディーリングシステム
 アジア欧⽶／ヘッジファンド向けシステム
 アジア／インターネット取引システム

など
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通期決算（連結）⾒通し
前期⽐

＋16.8%
＋19.6%
＋18.7%
＋ 4.5%
＋21.0%
＋22.5%
＋17.4%
＋17.1％
＋ 4.2％
＋ 4.2%

17,500
7,350
4,250
1,500
3,100
3,080
1,700

3,068.56
500
493

2012/3期期初予想

円

円

⼈

（42.0%）
（24.2%）
（ 8.6%）
（17.7%）
（17.6%）

前期⽐
売上⾼

売上総利益（率）

販管費（率）

内 研究開発費（率）

営業利益（率）

当期純利益
1株当たり当期純利益

(百万円)

経常利益（率）

＋ 6.7%
－ 4.8%
＋ 7.5%
＋ 4.5%
－21.9%
－20.5%
－20.6%
－21.0％
＋ 4.2％
＋ 4.2％

16,000
5,850
3,850
1,500
2,000
2,000
1,150

2,069.89
500
493

14,988
6,143
3,581
1,436
2,561
2,514
1,488

2,621.44
480
473

2012/3期修正予想2011/3期実績

1株当たり配当⾦
従業員数：期中平均

円

⼈

円

円 円

⼈

（41.0%）
（23.9%）
（ 9.6%）
（17.1%）
（16.8%）

（36.6%）
（24.1%）
（ 9.4%）
（12.5%）
（12.5%）

売上⾼は対前期⽐で増収となる⼀⽅、営業利益については2年連続となる減益の着地に

配当⾦については修正せず、1株あたり500円で実施予定（配当性向：24.2％）
※利益配分に関する基本⽅針として、当社は配当性向を15％程度とする完全業績連動型の配当を実施しておりますが、配当⾦については期初予

想を据え置いているため、今期配当性向は24.2％となる⾒込みです。

※

※
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12/3期 期初予想⾒通し
※( )内は前期⽐増減率

12/3期 予想修正後⾒通し
通期決算（連結）⾒通しのポイント

UMS（サービス）

合計

その他

アウトソーシング

UMS（導⼊）

保守

SI

 バーチャレクス連結⼦会社化のタイミングにより、前
期は3四半期分（9ヶ⽉分）の計上となった⼀⽅、
12/3期は通期分（12ヶ⽉分）寄与となるため増収増
益となる⾒通し

21.0%
（＋ 4.0P)

20億
（＋45.0%)

19.4%
（＋ 2.4P)

18億
（＋30.5%)

売上総利益率売上⾼

160億
（＋ 6.7%)

1億
（－52.2%)

50億
（＋ 2.2%)

19億
（＋19.8%)

17億
（＋ 7.1%)

53億
（－ 0.3%)

36.6%
（－ 4.4P)

100%
（± 0.0P)

36.0%
（－ 3.4P)

54.0%
（＋ 1.6P)

48.0%
（－ 5.9P)

31.0%
（－ 8.1P)

⼿数料のみを計上するネッティング処理を実施100%
（± 0.0P)

3億
（＋43.5%)

42.0%
（＋ 1.0P)

175億
（＋16.8%)

41.0%
（＋ 1.6P)

42.0%
（－10.4P)

53.0%
（－ 0.9P)

43.5%
（＋ 4.4P)

売上総利益率 コメント売上⾼

 売上⾼はVoyager乗せ換えで約8億円計上する⾒通し
 売上総利益率は特定の⾼採算案件が発⽣したことで、

特例的に利益率が向上した前期と同⽔準となる⾒通し
21億

（＋32.4%)

 売上⾼は前期⽔準となる⾒通し
 売上総利益率は前期⽐：5.9ポイント減となる⾒通し17億

（＋ 7.1%)

 売上⾼は⼤幅な為替変動の契機となるようなイベント
がなく、インセンティブ収益が予想を下回る

 売上総利益率は⼤証FXの取引量低迷に加え、くりっ
く365対応Voyagerの障害対応コストにより低下

52億
（＋ 6.3%)

 売上⾼は証券会社を中⼼としたリピート案件の減少、
及び受注確度の⾼かった「証券向けデリバ案件」の後
半部分の受注期ズレにより⼤幅減となる⾒通し

 売上総利益率はSI不採算3案件の影響により⼤きく低
下する⾒通し
＊内シンプレクス売上⾼ ：43億（想定利益率32％）
＊内バーチャレクス売上⾼：10億（想定利益率27％）

64億
（＋20.1%)
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受注⾼の推移：事業セグメント別

※10/3期より、「その他」については物販
売上の⼿数料部分のみを計上するネッティ
ング処理を実施しているため、10/3期1Q
「その他」の受注⾼がマイナスとなってい
ます。

12/3期 3Q（10-12⽉）
受注⾼ : 26.9億円
（前年同期⽐：－28.9%）
12/3期3Q（10-12⽉）
受注⾼(26.9億円）内訳
■ シンプレクス分 ： 20.5億円
■ バーチャレクス分 ： 6.3億円

⇒SI ： 1.1億円
⇒アウトソーシング ： 5.2億円

UMS(導⼊）

SI
保守

UMS（サービス）

その他
アウトソーシング

4,000

3,000

2,000

1,000

0

(百万円)

1,532
527

1,008
747

-191

10/3期
1Q

-

2Q

985
286

1,045
1,768

28
-

3Q

627
392
552

1,014

28
-

4Q

2,075
317
594

1,515

113
-

568
443
682

1,319

8

11/3期
1Q

-

3,623
4,114

上期：7,737
10/3期

2,615

下期：7,232

4,617

3,022

上期：7,088

4,065

419
323

1,265

56
2Q

508

1,492

下期：8,378

444
230

1,269

34
3Q

488

1,324

3,791

4Q

2,200
399
314

1,295

49
328

4,587

12/3期
1Q

744
424
570

1,276

9
686

3,711

2Q

1,343
512
842

1,369

48
609

4,725
上期：8,437

11/3期 12/3期

498
221
943

40
3Q

519

470

2,694

3Q

当3Q(10-12⽉)に内定した
「都銀向けデリバ案件」が
⼀部のみの計上(1.8億)に留
まるなど、⼤型案件の受注
プロセスが⻑期化すること
で、実際の受注環境が数値
として反映できず
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受注残⾼の推移：事業セグメント別 （注１）

2011/3期受注残⾼ ：101.0億円
10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

(百万円)

（前期⽐：＋35.8%）

その他

UMS(導⼊）

SI
保守

UMS（サービス）
アウトソーシング

（注）

7,727

10/3期
上期

7,440

通期

10,245

11/3期
上期

1,504
1,591
1,358
3,181

90

1,863
1,503

295
3,606

171
- -

2,568
1,597

356
3,827

97
1,799 

SI
保守
UMS(導⼊)

その他

UMS(サービス)
アウトソーシング

通期

2,623
1,620

258
3,862

84
1,653

10,102
12/3期 3Q受注残⾼

: 93.5億円
（前年同期⽐：-8.1%）

12/3期 3Q受注残⾼(93.5億円）内訳
■ シンプレクス分 ： 73.0億円
■ バーチャレクス分 ： 20.5億円

⇒アウトソーシング： 18.2億円
⇒SI ： 2.2億円

12/3期
上期

1,856
1,725

784
3,944

89
1,832 

10,232

（注1）受注残⾼には、変動部分であるUMS（サー
ビス）のインセンティブ売上⾼は含まず、基
本料⾦売上のみを計上

当期計上予定の受注残⾼を含む
3Q時点での通期予想売上⾼達成率

: 92.8％
（前年同期達成率：92.7%）

修正後通期売上⾼⾒通し ： 160.0億円
当3Q売上⾼ ： 116.5億円
当期計上予定の受注残⾼ ： 32.0億円

（注2）当期計上予定の売上⾼には、「当期末までに
検収予定の売上⾼」と「来期以降に検収予定
の進⾏基準売上⾼」が⾒込まれるものの、当
期計上予定の受注残⾼としては「当期末まで
に検収する予定の売上⾼」のみを計上

3Q

1,362
1,759

636
3,676

95
1,823 

9,353
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通期売上⾼⾒通しの達成確度について（2012年1⽉時点）

（ 32.0億）当期計上予定受注残⾼

（約 3.7億）来期検収予定の進⾏基準案件に係る当期計上予定売上⾼

（116.5億）3Q売上⾼

7億受注確定には⾄っていない案件ではあるが
⾼い確度で今期計上が⾒込める売上⾼C

UMS（サービス）インセンティブ当期計上予定売上⾼

受注済案件の当期計上予定売上⾼（3Q終了時点）

通期売上⾼⾒通し

（約 2.4億）

154億B

160億A

※ 「来期検収予定の進⾏基準案件に係る当期計上予定売上⾼」および「UMS（サービス）インセンティブ当期計上予定売上⾼」につきましては、現時点で⼊⼿可能な情
報に基づき当社で判断したものです。実際の業績はこれらの⾒通しと異なる結果となる可能性があります。

※

※

通期売上⾼は下⽅修正値通りの着地（160億）となる⾒通し
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3Q決算実績

－34.7%1,206.27 円1,847.29 円1株当たり当期純利益

Voyager（新世代SPRINT）向け研究開
発費：6.4億円＋15.3%1,221 (10.5%)1,059 (10.2%)内 研究開発費（率）

研究開発費率は前期⽐で横ばい
その他販管費率は前期⽐で微増に＋18.0%3,141 (27.0%)2,661 (25.5%)販管費（率）

営業利益率の低下に加え、システム障害の
損賠額：31百万を引当⾦として特別損失
計上したことを受けて悪化

－27.4%1,262 (10.8%)1,739 (16.7%)経常利益（率）

売上総利益率の低下により減益となる－29.4%1,258 (10.8%)1,783 (17.1%)営業利益（率）

バーチャレクス寄与：22.8億円
＊前期は1Q（4-6⽉）分含まず :13.8億＋11.9%11,65410,418 売上⾼

SIの売上総利益率低下が全体の利益率を
押し下げる－ 1.0%4,399 (37.8%)4,444 (42.7%)売上総利益（率）

バーチャレクス連結⼦会社化に伴うのれん
代償却が損⾦参⼊できないことを受けて実
効税率が前期⽐で上昇

－34.4%6691,019当期純利益

バーチャレクス連結⼦会社化に伴い⼤幅増
（バーチャレクス従業員数：227名）＋24.4%597 ⼈480       ⼈従業員数：期中平均

トピック前期⽐12/3期 ３Q11/3期 3Q（百万円）
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SI
31.9％

※1 フロー収益とは、売り切り型を特徴とする流動的な収益形態を指します。
※2 ストック収益とは、毎⽉⼀定の固定収⼊を⾒込むことができる安定的な収益形態を指します。
※3 前2Q（7-9⽉）から連結⼦会社となったバーチャレクスの事業セグメントはSIとアウトソーシングに分類されます。

保守
11.1％

UMS
（サービス）

32.4％

事業セグメント別
売上⾼構成⽐

UMS
（導⼊）
10.8％

その他
0.5％

（12/3期 3Q）

SIとUMS（導⼊）は“システム開
発”という点で共通しています。

アウト
ソーシング

13.3％

フロー収益

フロー収益

ストック収益

成功報酬ストック収益

ストック収益

フロー収益

※1

※2

※3

当社グループの事業セグメントについて

バーチャレクスによるコールセンターオ
ペレーションサービスの提供アウトソーシング

収益形態特徴事業セグメント

⼤半がハードウェアなど物品販売による

当社が開発・運⽤・所有するシステムを
顧客にサービス提供

UMS（サービス）の導⼊・機能追加の開
発費⽤を顧客が負担する場合に発⽣。当
社負担分は研究開発費へ

SIで納⼊したシステムの運⽤・保守作業

顧客の要望に沿ってシステムを開発・納
⼊する受託開発が中⼼。売上⾼の半数が
リピート案件（機能追加等）

保守

SI
（システム・インテグレーション）

UMS（サービス）

その他

UMS（導⼊）
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売上⾼の増減要因：事業セグメント別

新規契約案件が少なかったためほぼ横ばい＋10.1%1,295 (11.1%)1,177 (11.3%)保守

前2Q（7-9⽉）から連結⼦会社化したバー
チャレクス分（CRMシステムに特化）＋62.2%762 (  6.5%)470 (  4.5%)内バーチャレクス

新規顧客への導⼊がなかったことに加え、イ
ンセンティブ収益が期初予想を下回る着地に＋ 5.2%3,775 (32.4%)3,589 (34.4%)UMS（サービス）

OTC-FX対応Voyager導⼊案件の寄与を受
けて前期並みの着地＋ 1.4%1,256 (10.8%)1,239 (11.9%)UMS（導⼊）

新連結・旧連結ベース共に増収＋12.1%3,712 (31.9%)3,312 (31.8%)SI

準⼤⼿証券のリピート案件の減少、及び受注
確度の⾼かった「証券向けデリバ案件」の後
半部分の受注期ズレにより低調な着地に

＋ 3.8%2,949 (25.3%)2,841 (27.3%)内シンプレクス

前2Q （7-9⽉）から連結⼦会社化したバー
チャレクスのコールセンターオペレーション＋65.6%1,551 (13.3%)936 (  9.0%)アウトソーシング

⼿数料のみ計上するネッティング処理を実施－61.9%62 (  0.5%)164 (  1.6%)その他（物販など）

トピック前期⽐
12/3期 3Q

売上⾼（構成⽐）
11/3期 3Q

売上⾼（構成⽐）（百万円）

＋11.9%＋11.9%10,418百万円
11/3期3Q 売上⾼ 12/3期3Q 売上⾼

11,654百万円
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売上総利益率の増減要因：事業セグメント別

⽬⽴ったトラブル対応がなく、想定利益率⽔
準（50%程度）を上回る－ 1.9P676 (52.2%)636 (54.1%)保守

前2Q(7-9⽉)からバーチャレクスを連結⼦会
社化（⾼採算のCRMシステムに特化）－ 8.9P321 (42.1%)239 (51.0%)内バーチャレクス

既存顧客の品質改善を当2Q(7-9⽉)に実施し
たことにより利益率が悪化、前期並みの着地
となる

－ 0.9P1,456 (38.6%)1,415 (39.4%)UMS（サービス）

前期には及ばなかったものの、当2Q（7-9
⽉）に⾼採算案件を1件計上したことで想定
利益率⽔準（40%程度）を⼤幅に上回る

－ 0.9P693 (55.1%)694 (56.1%)UMS（導⼊）

新連結・旧連結ベース共に減益－ 9.3P1,168 (31.5%)1,352 (40.8%)SI

SI不採算3案件の影響で利益率が⼤幅に低下－10.4P847 (28.7%)1,112 (39.1%)内シンプレクス

前2Q(7-9⽉)から連結⼦会社化したバーチャ
レクスのコールセンターオペレーション＋ 2.8P342 (22.1%)180 (19.3%)アウトソーシング

⼿数料のみ計上するネッティング処理を実施
しているため利益率100%±0.0P62 ( 100%)164 ( 100%)その他（物販など）

トピック
利益率
前期⽐

12/3期 3Q
売上総利益（利益率）

11/3期 3Q
売上総利益（利益率）（百万円）

11/3期3Q 売上総利益 12/3期3Q 売上総利益

（－4.9Points）（－4.9Points）4,444百万円 4,399百万円
（売上総利益率：42.7%） （売上総利益率：37.8%）

－1.0%－1.0%
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売上原価の増減要因

389303期末仕掛棚卸⾼

1,4541,091他勘定振替

SI不採算3案件の影響により、外注費が期
初計画以上に増加＋ 2.3P3,229 (27.7%)2,647 (25.4%)内 外注費

新卒・中途採⽤の強化とバーチャレクス連
結⼦会社化に伴い正社員が増加＋ 3.6P3,270 (28.1%)2,548 (24.5%)内 労務費

9,032 ( 100%)7,337 ( 100%)当期総製造費⽤

＋ 0.3P1,412 (12.1%)1,232 (11.8%)製造経費

＋ 0.9P1,120 (  9.6%)908 (  8.7%)材料費
外注エンジニアから正社員へと内部構成⽐
がシフトする傾向に＋ 5.9P6,499 (55.8%)5,196 (49.9%)エンジニア⼈件費

6632期⾸仕掛棚卸⾼

7,2545,974当期製品製造原価

トピック構成⽐前期⽐
12/3期 3Q

売上原価（構成⽐）
11/3期 3Q

売上原価（構成⽐）（百万円）

11/3期3Q 売上原価 12/3期3Q 売上原価
5,974百万円 7,254百万円

（売上原価率：57.3%） （売上原価率：62.3%）
（＋5.0Points）（＋5.0Points）
＋21.4%＋21.4%

※ 売上原価における労務費は、正社員エンジニアの⼈件費です。
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11/3期3Q 販管費 12/3期3Q 販管費
2,661百万円 3,141百万円
（販管費率：25.5%） （販管費率：27.0%）（＋1.5Points）（＋1.5Points）

＋18.0%＋18.0%
販管費の増減要因

Voyager（新世代SPRINT）向け研究開発
費：6.4億円＋0.3P1,221 (10.5%)1,059 (10.2%)研究開発費

＋0.4P216 (  1.9%)152 (  1.5%)採⽤教育費

＋0.1P836 (  7.2%)740 (  7.1%)その他

当3Q決算時点では役員賞与の全額カットが
反映されず（通期決算時にはゼロに）+0.7P76 (  0.7%)0 (  0.0%)役員賞与

±0.0P790 (  6.8%)709 (  6.8%)労務費

トピック
販管費率
前期⽐

12/3期 3Q
販管費（販管費率）

11/3期 3Q
販管費（販管費率）（百万円）
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営業利益率の増減要因

17.1%

11/3期 3Q 12/3期 3Q

10.8%
－4.9Points ＋1.5Points

売上総利益率
－4.9Points

（42.7%⇒37.8%）
販管費率
＋1.5Points

（25.5%⇒27.0%）

11/3期3Q 営業利益 12/3期3Q 営業利益
1,783百万円 1,258百万円

（営業利益率：17.1%） （営業利益率：10.8%）（－6.3Points）（－6.3Points）
－29.4%－29.4%
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分野別傾向分析①：売上⾼の推移
（単位：百万円）

※ 前２Q（7-9⽉）より連結⼦会社化したバーチャレクス・コンサルティングのすべての売上⾼を「CRM／SFAシステム」に計上しているため、当該分野
が⼤幅増収となっています。「その他」は、⼤半がハードウェアなどの物品販売です。

ディーリングシステム：ここ数年横ばいだったが、⼤型SI案件を中⼼に増加傾向に

インターネット取引システム：ここ数年の成⻑ドライバーであったが当3Qは微減に

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0 2012/3期
３Q

インターネット
取引システム

その他

CRM／
SFAシステム

ディーリングシステム

※

※2,548

5,331

116 

3,657

11,654

2011/3期
３Q

2,046

5,451

389 

2,531

2010/3期
３Q

9,280

64

6,032

458

2,725

10,418
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分野別傾向分析②：インターネット取引システム

ソリューション別構成⽐
（12/3期 3Q）

インターネット取引システム
12/3期3Q 売上⾼

5,331百万円
（前期⽐：－2.2%）

OTC-FX対応Voyagerの販売に注⼒中
既存顧客向け案件中⼼となり、前期⽐で横ばいに

※ くりっく365とは、東京⾦融取引所に上場している取引所FXの愛称です。
※ ⼤証FXとは、⼤阪証券取引所に上場している取引所FXの愛称です。
※ CFDとはContract for differenceの略称で、様々な⾦融商品の差額売買を証拠⾦によって⾏う差⾦決済取引を指します。

UMS系の売上が⼤半を占める FXが全体の約8割を占める

単位：百万円
（）内は売上⾼構成⽐

事業セグメント別構成⽐
（12/3期 3Q）

UMS事業 FX系

SI
337

（6.3%）

UMS（導⼊）
1,051

（19.7%）UMS（サービス）
3,625

（68.0%）

保守 316 
（5.9%）

⼤証FX関連
595

（11.2%）

くりっく365
1,369

（25.7%）

FX-OTC
（相対取引）

2,427
（45.5％）

CFD/その他
186

（3.5%）

株
752

（14.1%）
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分野別傾向分析③：ディーリングシステム

顧客セグメント別構成⽐
（12/3期 3Q）

ディーリングシステム
12/3期3Q 売上⾼

3,657百万円
（前期⽐：＋44.5%）

SI／保守が中⼼の従来からの主⼒事業
⼤⼿⾦融機関向け案件が好調、前期⽐で⼤幅増収に

SI／保守が⼤半を占める 主要顧客が従来の準⼤⼿証券中⼼から
メガバンク／3⼤証券に移⾏

単位：百万円
（）内は売上⾼構成⽐

総合証券
2,093

（57.2%）

メガバンク／信託
1,513

（41.4%）

その他21（0.6%）

ネット証券
30（0.8%）

事業セグメント別構成⽐

SI事業

（12/3期 3Q）

SI
2,364

（64.6%）

保守
933

（25.5%）

UMS（サービス)
150（4.1%）

UMS（導⼊)
205（5.6%）
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分野別傾向分析④：総括

SI/保守が中⼼

メガバンク/総合証券が半々

ここ数年横ばいだったが
⼤型SI案件の寄与等により増加傾向

ディーリングシステム

UMS系が中⼼

総合証券/ネット証券
ネット銀⾏/FX専業業者
取引所など多岐に渡る

Voyager（新世代SPRINT)の
営業活動を強化中

インターネット取引システム

メガバンク／3⼤証券向け
⼤型SI案件 OTC-FX案件

アカウントセールス強化施策の成果により
⼤規模案件の受注環境が良好となるも

受注までのプロセスが⻑期化

OTC-FX対応Voyager販売に注⼒中
ディーリング収益最⼤化にコミットして

1社当たりの収益性向上に挑む

事業セグメント

顧客

現状

成⻑ドライバー

トピック
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ソリューション別売上⾼構成⽐

11,654

265

1,163

1,175

1,866

2,548

595

1,369

2,668

⼤証FX関連

くりっく365

OTC

＋11.9%100%売上⾼合計

－48.8%2.3%CFD／その他

＋18.5%10.0%債券

＋ 5.4%10.1%デリバティブ

＋41.8%16.0%株式

＋24.6%21.9%CRM

－14.3%5.1%

＋ 8.1%11.8%

＋ 7.7%22.9%

FX

ソリューション別
売上⾼構成⽐率

FX-OTC

くりっく
365

⼤証FX
関連

株式

デリバティブ

CFD
その他

債券

FX系売上⾼合計：46.3億円
売上⾼構成⽐率 ：39.8%

（12/3期 3Q）

CRM

売上⾼
（百万円） 構成⽐ 前期⽐増減率
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UMS(サービス）⽉額売上⾼の推移
(百万円)

※基本料⾦とは、あらかじめ顧客と契約をした定額料⾦です。
※インセンティブとは、「⼿数料収⼊課⾦」などサービスを利⽤することによって⽣じる顧客の収益に連動する料⾦です。
※年換算値は、⽉額売上⾼の値を12倍して算出したものです 。

500

400

300

200

100

0

実績：基本料⾦（固定）
実績：インセンティブ(変動）

183

62

09年
3⽉

245

182

63

184

58

242

186

66

253

224

58

282

196

65

261

213

64

277

265

74 

266

340341

244

70

314

289

89

379

76

359

283

73

370

292

78

10年
3⽉4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 11年

3⽉4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉

⽉額：3.7億円
（年換算：44億円）

2010年3⽉
実績

379
403126

429

298

80

303
293

86

126

378
389

323

86

312

76

410

377

298

79

416

320

83
95

323

404

321

81

419

330

146

95

476

321

93
417

321

ギリシャ・ショック

東⽇本⼤震災

⽉額：4.7億円
（年換算：56億円）

2011年3⽉
実績

2009年3⽉
実績

⽉額：2.4億円
（年換算：28億円）

10/3期 11/3期

245

12/3期

98 

319

114

433

4⽉ 5⽉ 6⽉

122

442

417

319

レバレッジ規制施⾏（上限50倍）

319

95

121

8⽉ 9⽉

416

7⽉

322

98 

417

⽉額：3.8億円
（年換算：45億円）

2011年12⽉
実績

317 314

436

55
83

11⽉

322

387

324

408415

10⽉ 12⽉

レバレッジ規制施⾏（上限25倍）

324

91



5. 修正第⼆次中期事業計画（2011年4⽉発表）
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従来の第⼆次中期事業計画（2006年11⽉策定）
売上⾼
(百万円)

11/3期09/3期08/3期 12/3期10/3期

売上⾼ 計画値（2006年11⽉策定）
営業利益 計画値（2006年11⽉策定）

※UMS事業向け先⾏投資として、5年間で50億円程度の投資を実施予定です。
※投資コストは各会計年度で費⽤化することを前提としています。

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

6,000

4,500

3,000

1,500

0

(百万円)
営業利益収穫フェーズ：⾼収益化へ投資フェーズ：集中的な先⾏投資を実施

12/3期 計画値
売上⾼ ：150〜200億円
営業利益： 50〜60億円

※グラフは中間値表⽰
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修正第⼆次中期事業計画（2011年4⽉策定）
投資フェーズ

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

売上⾼

6,000

4,500

3,000

1,500

0

12/3期09/3期08/3期 10/3期

売上⾼ 計画値（2006年11⽉策定）

営業利益 計画値（2006年11⽉策定）

11/3期

(百万円) (百万円)
営業利益

売上⾼ 実績値

営業利益 実績値

売上⾼ 修正計画値

営業利益 修正計画値

13/3期

13/3期 修正計画値
売上⾼ ：190〜220億円
営業利益： 40〜50億円

※グラフは中間値表⽰

11/3期 通期業績下⽅修正を
受けて期間を1年延⻑
（5ヵ年⇒6ヵ年計画へ）

営業利益を下⽅修正
（50〜60億円⇒40〜50億円）

収穫フェーズ投資フェーズ



43 All Rights Reserved, Copyright© 2012 Simplex Holdings, Inc.

現時点における来期業績の⾒⽅（2012年1⽉時点）

⼤規模開発案件の受注と不採算案件の低減に注⼒
修正第⼆次中期事業計画の営業利益の下限値⽬標達成を⽬指す

（13/3⽉期従来⽬標値⇒売上⾼：190〜220億円、営業利益：40〜50億円）

来期業績⾒通しの前提来期業績⾒通し今期業績⾒通し

（内
研
究
開
発
費
）

販
管
費

SI及びUMS（導⼊）の拡⼤を通して増収を⽬指す
＊詳細についてはP13参照

Voyager開発が⼀段落することに加え、海外競争⼒の
あるディーリングパッケージを「都銀向けデリバ案件」
で整備していくため、研究開発費が減少する⾒通し

今期の営業利益⾒通し(20億)に加え
不採算案件消滅(6億)+研究開発費減(5億)
＋売上⾼増(10〜20億)による売上総利益増(5〜10億)
＊詳細についてはP14参照

160億

39億
（15億）

20億

170〜180億

35億
（10億）

35〜40億

売
上
⾼

営
業
利
益
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修正第⼆次中期事業計画の重点活動項⽬ （12/3期〜13/3期）

機能性・信頼性の⾼い
Voyager 早期拡販

グローバル競争⼒ある
パッケージ開発

セールス体制強化
⼤型SI案件の獲得

 ⼤型SI案件受注や積極的な研究開発投資を通して既存の
ディーリングパッケージを洗練・強化する

 12/3期上期よりグローバル市場のリサーチを本格的に展
開中

 アカウントセールス体制強化を通して、⼤型案件を常時
20〜30件保有できる体制を構築する

 グローバルデファクトパッケージに勝る技術⼒・ノウハウ
を顧客に提供する （競合先：フィデッサ／カリプソ など）

 早期拡販を実現することで機能性・信頼性の向上及び運⽤
コスト削減メリットを享受する

 “全⾦融商品ワンプラットフォーム化“という特⻑を活かし
クロスセルを強⼒展開する

⼤型SI案件の獲得、Voyager(新世代SPRINT)の早期拡販に注⼒し
修正第⼆次中期事業計画（最終年度13/3期）の⽬標達成を⽬指す



6.当期のIR活動指針とその実践項⽬
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IR宣⾔

シンプレクス・ホールディングスIR宣⾔
2009年11⽉2⽇発表

IR活動を経営の最重要項⽬のひとつとして位置づけます。

東証⼀部上場のパブリック企業として説明責任を果たし、
常に明瞭な企業メッセージを発信いたします。

業績動向や事業環境に関わらず、
⼀貫して公正で信頼性の⾼い情報を開⽰いたします。

企業認知度の向上を⽬指すとともに、すべての利害関係者に対して
公平かつタイムリーな情報開⽰に努めます。

株主・投資家とのコミットメントを遵守し、
ゆるぎない信頼の構築に努めます。

１

２

３

４

５
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12/3期のIR活動指針とその実践項⽬

積極的なIR

わかりやすいIR

開かれたIR

株主満⾜度を⾼めるIR

 個⼈投資家向け会社説明会を年4回開催
 アナリスト・機関投資家向け決算説明会年3回開催
 上記説明会についてはすべてCEO⾦⼦が直接説明し、すべての質問に回答
 上記説明会のIR資料や質疑応答の内容については、可能な限りウェブサイトに公開
 アナリスト・機関投資家との個別取材については、すべての取材依頼に対応
 上記個別取材においては、CEO⾦⼦またはIR担当執⾏役員澤⽥のいずれかが対応

 株主・投資家の声を経営にダイレクトにフィードバック
 IR活動報告を定期的にウェブサイトに公開
 電話やメールでの問い合わせについては、基本的にすべてに対応
 多く寄せられる質問に関しては、ウェブサイトのFAQコンテンツに掲載
 株主総会の⼟⽇開催
 書⾯での議決権⾏使に加えて、インターネットによる議決権⾏使を継続実施
 株主総会や株主懇親会では基本的に質問すべてに対し、議⻑を務めるCEO⾦⼦が回答
 すべての質疑応答の内容をウェブサイトに公開

 中期事業計画の明確な業績⽬標の提⽰
 修正第⼆次中期事業計画の最終年度の売上⾼ 営業利益の下限値を株主へのコミットとする

詳細は2011年4⽉26⽇発表のプレスリリースをご覧ください
http://www.simplex-hd.co.jp/pdf/1303797063_press-release20110426.pdf

IR活動指針の実践項⽬IR活動指針

 決算説明会資料を中⼼とした各種IR資料の継続的な改⾰
 2010年7⽉にリニューアルしたウェブサイトの充実
 定性情報の積極的な開⽰
 個⼈投資家向け会社説明会及びアナリスト・機関投資家向け決算説明会の動画配信を実施
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12/3期3QにおけるIR活動の実践状況
IR体制
トップ直轄の体制
社⻑（⾦⼦英樹）－ IR担当執⾏役員（澤⽥正憲）－ IR担当（平⽥由紀⼦）

主要IR活動
アナリスト・機関投資家向け個別取材（件数：90件）
決算説明会資料の充実とレベルアップ
株主総会の開催：6⽉19⽇（⽇）ホテルオークラ東京 出席株主数：291名
個⼈投資家向け説明会の開催：10⽉1⽇（⼟）東京 出席者数：171名

：11⽉9⽇（⾦）名古屋 出席者数：150名

今後の予定
個⼈投資家向け説明会（福岡）：2⽉6⽇（⽉）実施予定

IRに関するお問合せ先
TEL：03-3278-6829       ■E-mail：ir@simplex-hd.co.jp
IR担当執⾏役員：澤⽥／IR担当：平⽥
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株主の皆様との良好な関係づくりを⽬指した株主総会

＜株主総会の⾵景＞ ＜株主懇親会の⾵景＞

■直近の株主総会
開催⽇：2011年6⽉19⽇（⽇曜⽇）※例年⼟⽇開催
開催場所：ホテルオークラ東京 本館1階 平安の間
当⽇出席株主数：291名

■経営陣との懇親会（株主総会直後に開催）
和やかなムードでの⽴⾷パーティ形式
株主の皆様からのすべてのご質問に経営陣が回答
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⽇本IR協議会「2011年度IR優良企業奨励賞」を受賞

IR優良企業賞について
IRの趣旨を深く理解し、積極的に取り組み、市場関係者の⾼い⽀持を得るなどの優れた
成果を挙げた企業を選び表彰する制度です

＜ご参考＞⽇本IR協議会ウェブサイト https://www.jira.or.jp/

1. IR活動の経営上の⾼い位置づけ
2. 業績低迷時にも⼀貫した説明⼒
3. 説明会資料に対する⾼いアナリスト評価

シンプレクスの受賞ポイント
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IR情報サイトのご案内 〜⽇興IR・⼤和IRのウェブサイト賞を受賞〜

http://www.simplex-hd.co.jp/ir/

⼤和IR
「インターネットIR・ベスト企業賞」

優良企業賞

⽇興IR
「全上場企業ホームページ充実度ランキング」

最優秀サイト
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本資料に掲載されている当社の計画、⾒通し、戦略などのうち、歴史的事実でな
いものは、将来の業績に関する⾒通しとなります。現在⼊⼿可能な情報から得ら
れた当社の経営判断に基づくものであり、リスクや不確実性を含んでおり、実際
の業績は、当社の⾒通しと異なる可能性があります。また、本資料は投資勧誘を
⽬的としたものではなく、銘柄の選択、投資の最終決定は、ご⾃⾝の判断でなさ
るようにお願いいたします。


